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四
月
一
日
か
ら
、
「
介
護
保
険
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
制
度
で
は
、
加
入
者
が
保

険
料
を
出
し
合
い
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
の
人
の
状
態
に
最
も
適
し

た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

社
会
全
体
で
介
護
に
取
り
組
む
し
く
み
で

す
。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

「要介護認定」申請は、お済みですか?

サ
ー
ビ
ス
の

利
用
方
法

Q
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き

医
療
保
険
と
同
じ
よ
う
に
、
六

十
五
歳
以
上
の
方
に
は
被
保
険
者

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
サ

ー

ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
申

請
を
し
て
介
護
が
必
要
な
状
態

(
要介
護
状
態
ま
た
は
要
支
援
状

能
乙
で
あ
る
と
判
定
す
る
「
要
介

護
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

本
町
で
は
、
昨
年
十
月
よ
り
要

介
護
認
定
の
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
手
続
き
の
お
済
み
で
な

い
方
は
、
役
場
福
祉
課
(
薗
9
6

6

・
2
2
2
3

)
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

広報かわうち

。
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

一両
の
作
成

要
支
援
以
上
の
認
定
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
よ
う
と
す
る
時
は

、

介
護
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ご
自
分
で
作
成
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
事
業
者
に
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

会

。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画

に
基
づ
い
て
受
け
る
こ
と
と
な

り

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
と
し
て
、

費
用
の

一
割
を
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す

。



一
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
と
な

っ

一

Q
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

一
て
い
ま
す
。

(別
表
②
)

一

限
度
額

一

介
護
保
険
内
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
一
一

用
で
き
る
限
度
額(支
給
限
度
額
)

一Q
ホ
l

ム
ヘ
ル
プ
サ
l

一

は
、
要
介
護
認
定
の
状
態
に
よ
り
一

ビ
ス
利
用
者
の
方
の

一

異
な
り
ま
すO
(別
表
①
)

一
利
用
料
軽
減

一

一
現
在

、

訪
問
介
護

(ホ
l

ム
へ

一

一
ル
プ
サー
ビ
ス
)
利
用
の

実
績
の
一

Q
高
額
介
護

一
あ
る
方
で
、

生
計
中
心
者
が
所
得
一

サ
ー
ビ
ス
費

一
税
非
謀
税
の
方
に
つ
い
て
は

、
今

一

利
用
料
が

二
疋
額

(自
己
負
担
一
後
五
年
間
訪
問
介
護
に
係
る

利
用
一

上
限
額
)
を
超
え
た
場
合
は

、

高

一料
の
軽
減
が
行
わ
れ
ま
す
。

一

額
介
護
サ
ー

ビ
ス

費
を
支
給

し
、
一

別表①

- 在宅サービスの場合 ・

要支援 61 ，500 円

要介護 1 165 ，800 円

要介護 2 194 ，800 円

要介護 3 267 ，500 円

要介護 4 306.000 円

要介護 5 358.300 円

;商 要 自己負担上限額
世帯全員が市町村民税非課税

15 ， 000円で老齢福祉年金受給者

世帯全員が市町村民税非課税
24 ， 600円の方

上記に該当しない方 37 ， 200円

別表②

- 施設サービスの場合 ・

介護老人福祉施設
323 ，000 円

(特別養護老人ホーム)

介護老人保健施設
353 ，000 円

(老人保健施設)

介護療養型医療施設
426 ，000 円

(療養型病床群等)

(注) 施設については 、 平均利用金綴 (要介護度に
より限度額が異なります)
施設入所については、 食事代が別途自己負担

となります。
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4周が島

三
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
と
お
り
、
川
内
町
も
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
き
四
月
よ
り
、
住
民
の
方
に
ご
み
を
よ
り
細
か
く
分

け
て
出
し
て
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て
い
く
よ
う
に
計
画

し
て
お
り
ま
す

。

分
類
ご
と
の
収
集
日
・
出
し
方
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す

。

4専用ネット

...専用コンテナ

従来どおり 1 週間に2回指

定袋で出してください。
週毎

1 ヵ月に 1 回透明又は半透

明の袋(中身が見えるスー
パーの袋でも可) で出して
ください

もえるごみ

もやさない
ごみ

第 1 週

1 ヵ月に 1 回ごみ集積場の

専用ネッ トに入れて出して
ください

ベットボトル第 1 週

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は

住
民
の
役
割
と
し
て
、
き
ち
ん
と

分
け
て
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の

責
任
に
お
い
て
き
ち
ん
と
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い

。

き
ち
ん
と
分
別
で
き
て
い
な
い

ご
み
に
つ
い
て
は
、
収
集
を
し
な

い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ま
ま
集
積

場
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り

、

ま
わ
り
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

。

ま
た
、
区
域
外
か
ら
の
ご
み
出

し
も
迷
惑
に
な
り
ま
す

。

一
度
出
し
た
ご
み
は
消
え
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り

1 ヵ月に 1 回ごみ集積場の
専用ネッ トに入れて出して
ください

トレイ第 1 週

1 ヵ月に 1 回色別の札を掛

けた専用コンテナに入れて

ください

びん・ガラス・
せともの類

第2週

2ヵ月に 1 固有資源集積場

にそれぞれ、ヒモて。縛って

出してください

資源ごみ第3週

JCj 

広報かわうち

ま
せ
ん
。

灰
に
な
っ
た
り
、
小
さ

く
な
っ
た
り
、
形
は
か
わ
っ
て
も

ご
み
は
ず
っ
と
残
り
ま
す

。

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て

、

少
し
で

も
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
小
さ
な
心

が
け
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。

四
月
よ
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

2 ヵ月に 1 回粗大ごみ集積

場に出してください。

1 力月に 1 回ごみ集積場の

専用コンテナに入れてくだ

さい

粗大ごみ

金物・空き缶・
電池類

第3週

第4週

第 1 週のもえるごみを、 もやさ芯いごみ・ベッ トボトル ・

トレイに細かく分け、第4週のびんを色別に分けて出し

ていただきますが、その他の分別については従来どおり

です。

。



家庭での「ごみの分別区分と出し方」

野菜魚肉等の調理居食べ残し 、お茶がら 、
生ごみ類 | 固めた食用油などの台所のごみ等

可 1 J.~ ~ ~ W%  1 ビ 一 一 jレ セロファン等が貼られた紙 紙くず
紙くす類 |使日捨て力イ 口 紙おむつ (汚物は取り除く ) 等

燃 1 ~~~w% 1 少量の草叫取り除く ) 落葉木片植木の男
木くす類 ||定枝など

""",.‘ 

ιー

み

ハギレ、綿、布地 、 再生資源として不適当な布類、
布くす類 | ふとん類

。 生ごみは 、水切り を十分する 。

。 生ごみ、落葉 、 男定枝等はで

きるだけ堆肥として自然に還
して下さい。

ラ ーメン等の力ップやプラスチック容器、調味料
プラスチック類 l 等のプラスチック容器など

発泡スチロール 、 色 柄付きトレイ 、 プラスチッ| ぷ己主1
I 0 透明又は半透明の- ~当J

もやさないごみ |ク製のキャ、ソプ 、 ビデオ力セットテープ、小型の| た守二安永
| 袋に入れて出す。々ムfq_~'i~おもち ゃなど I -1X.. ~ t_ / ， '1 1,.. ¥... U J  ';7 0 (おら~ノ

l ジュース、ビーjレ缶、菓子百二缶詰の缶 、 のりの缶 、 調

室き宅全物顎 |理用器具 (鍋やかんフライパン等) 小ソ トボトル
早乙 唱 i~ I ぴんなどの金属キャップ (ふた) 、 スプレー缶、乾電池

l 無色 茶色・その他びん (ジュースぴん、ドリンク
びん・ガラス ||ぴん、洋酒びん、調味料等のびんに コ ップ 、 花瓶
せともの類 ||茶碗、ガラス皿、電球 、 蛍光灯、ガラス等の破片

ベットボトル |飲料用 、 酒類用 、 醤油等のペットボトルて&のみ

壊
すヤ i!?i Jfd自

出
で

を
い
身
す
中
す、/

\

は
よ

。

類

、
す

缶
し
出

。

白色トレイ |白色食品トレイのみ

新 聞 |新聞

|雑誌、チラシ 、 広告紙、本類 、 力タログ、 パンフ
資 | 雑誌 |

|レッ 卜 、牛乳パック等で内側にアルミ箔やろう紙
包装紙等 |

I :が貼ってあるもの

源

v
h
 

(>

1j
と
る
ん
限
と
に
ほ
の
の
も
類
な
峠
湛
釘
糸

i

、
、

ノ

繊
清

るけ
し
着
だ
に
た
身
(

で
K

ル

一
等

一
係
O

一
一
箱

一
関
も

ボ

一
子

一
類
布

段

一
菓

一
衣
毛

ル
一
鶴

一
布

一
一
選

一

ポ
一

一世

一

段

一切
一

ご

み | 古

牛乳パック I 1,OOOme. 500meの牛乳 ジュース-酒類のパ、ソク

グ 0洗って乾かして出す

o 牛乳パ、ソクは中を洗っ て乾か

し、ヒモで縛って出す。

E7苦言
粗大ゴ

家庭用電気製品 、 電気こたつ、ワープロ 、 斗缶、
- I 自転車、 三輪車、乳母車、金属木製の家具、傘、
- I ス ト ブ、ポリタンク、クリ 二ングのハンガー 、

針金、釘

0 買い替える時はできるだけ販

売店に引き取ってもらう 。

広報かわうち

ぬ



議長

運営委員

ぬ

一
結
に
つ
い
て

一

北
方
中
央
線
道
路
改
良
工
事
請

一
(契
約
金
額

)

一
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

五
六

、

二
O
O
千
円

一
(
契約
金
額
)

一
(
契約
の
相
手
方

)

一

七
O

、

二
八
O
千
円

一
整
備
事
業
西
中
村
西
組
線
道
路
一

有
限
会
社
花

山

建
設

一(契
約
の
相
手
方

)

一
改
良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

一
O
平
成
十
一
年
度
地
域
戦
略
プ
ラ
一

日
進
建
設
株
式
会
社

一

結
に
つ
い
て

一

ン
事
業
西
中
村
西
組
線
道
路
改
一
O
平
成
十
一
年
度
公
共
下
水
道
事

一

(
契約
金
額
)

一
良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

一
業
日
|
補
|
管
渠
工
事
⑨
請
負

・

一
て
一

九
回

、

二
O
O

千
円
一
に
つ
い
て
一
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

圃

一(
契
約金
額
)

一(契
約
の
相
手
方

)

一(契
約
金
額
)

一(契
約
金
額

)

園

一

五
四

、

八
O
O
千
円

一

有
限
会
社
花

山
建
設

一

五
三

、

三
O
O
千

円
一
四
九

、

三
五
O
千
円

O
平
成
十
一
年
度
県
費
補
助
事
業

一
(
契約
の
相
手
方
)

一
O
平
成
十
一
年
度
緊
急
地
方
道
路

一
(
契約
の
相
手
方
)

一
(
契約
の
相
手
方
)

三
軒
屋
音
回
線
舗
装
新
設
工
事

一
協
和
道
路
株

式
会
社
一

整
備
事
業
西
中
村
西
組
線
道
路

一

有
限
会
社
花

山
建
設

一

白
石
建
設
工
業

株
式
会
社

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

一
O
平
成
十
一
年
度
地
方
特
定
道
路

一

改
良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

一
O
平
成
十
一
年
度
県
費
補
助
事
業

一

~‘ 

月

友達階
事弐

左量三
口

一
一
月
臨
時
町
議
会
が
二
月
十
七
日
開
催
さ
れ
、
工
事

請
負
案
件
六
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し

念
品l
υ
h
ι
。

一
般
議
案

動き
の圏

議長

議長

運営委員

2 月 11 日平成11年度 「建国記念の日 j 式典

14 日議会運営委員会

長

全議員

議長

常任委員

議16 日第41田中予地区町村ー議会

議長会研修

17 日 2 月臨時町議会

産業建設常任委員協議会

議長

特別委員

議長

保健福祉
委員長

日我

関係議員

議長

特別委員

議長

保健福祉
委員長

長

温泉施設運営 ・ 整備等特別委員会

介護保険事業計画等策定委員会

18日第51回愛媛県町村議会議長会

定期総会

23日土地開発公社理事会

25日公共下水道整備促進特別委員会

28 日社会福祉協議会理事会

社会福祉協議会評議員会

長

議長

特別委員

5義

議長

関係議員

議長

29日平成12年山鳥坂ダム建設推進

協議会総会

温泉郡議長会

3 月 1 日水道事業運営審議会

東温高等学校第49回卒業証書

授与式

3 日 地域活性化対策特別委員会

全議員

関係議員

総務文教
委員長

5 日平成12年川内町重信町消防出初式

6 日東温消防等事務組合議会

7 日奨学資金運用委員会

議長

常任委員

議長

常任委員

保健福祉常任委員協議会

総務文教常任委員協議会

広報かわうち

10日議会運営委員会



まちのうごき

; 固定資産
、、 課税台帳の

縦覧期聞について
平成12年度は、地方税法の一部改正等の関

係によりまして、縦覧期聞が次のようになり

ます。

企出初式で式辞を
述べる大西町長

1 .縦覧期間

平成12年 4 月 1 日 ~4 月 20 日

午前 8 時30分~午後 5 時1 5分

(土 ・ 日曜日は除く )

2. 縦覧場所

川内町役場税務課

平成11年度「建国記念の日」式典

議会運営委員会

県 |町村A会第53回定期総会

2 月 |臨時町議会

産業建設常任委員協議会

温泉施設運営-整備等特別委員会

東温消防等事務組合予算査定

川内町重信町衛生組合予算査定

老人クラブクロッケ一大会

第 5 巨|川 内町土地開発公社理事会

納税組合長会

第42回愛媛県土地改良事業団連合会通常

総会

松山養護老人ホ ー ム事務組合会議

松山広域福祉施設事務組合会議

松山衛生事務組合会議

公共下水道整備促進特別委員会

社会福祉協議会理事会 - 評議員会

国保連合会通常総会

愛媛県同和協会定期総会

平成12年山鳥坂ダム建設推進協議会

平成12年中予広域水道企業団議会

2 月定例温泉郡町村会

2 月 1 lEI

1 7 日

18 日

141:1 

1 5 日

23 日

25 日

29 日

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ぬ

24 日

28 日

水道事業運営審議会

北条市温泉郡救急医療対策協議会

温泉郡、北条市及ひJ松山市共有地管理組

〆丘、圭業，ム
ロロヱミ

地域活性化対策特別委員会

3 月課長会

平成12年川内 11IJ. 重信町消防出初式

東温消防等事務組合議会

保健福祉常任委員協議会

総務文教常任委員協議会

保健衛生実践会役員会

議会運営委員会

3 月 1 日

2 日

3 日

5 日

6 日

7 日

8 日

10 日

広報かわうち



前納制度有利で安心
平成12年度の国民年金保険料は月額 13 ，300円です。

国
民
年
金
保
険
料
を

一
年
分
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
有

利
に

な
る
ば
か
り
で
な
く

、
何
か
と
忙

し
い
方
に
は
、
手
間
が
省
け

、

納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す

。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は

、

四

月

三
日
か
ら

四
月
七
日
ま
で
に
役

場
福
祉
課
年
金
係

(箇
9
6
6

・

2
2
2
3
)
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

'
ν
 

な
お

、

保
険
料
は
四
月

三
日
か

ら

四
月

二
十
八
日
ま
で
に
納
付
願

い
ま
す
。

毎月納めた場合と前納した場合の保険料比較表

~ 定額保険料 定額保険料+付加保陳料
( 13 ，300円 ) ( 13 ，300円+400円)

( 1 3 ， 300円 X 1 2カ 月 ) ( 1 3 ， 700円 X 1 2カ 月 )

毎月納めた場合 159 ，600円 164，400円

前納した場合 155 ，750円 160，430円

書リ ヨ| 額 3 ，850円 3 ，970円

一
四
月
中
に
前
納
さ
れ
る
方
に
た

一
の
し
み
な
お
知
ら
せ
で
す

。

一
抽
選
で
六

O
名
様
に
図
書
券

、

一二
O
O
名
様
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

一
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

f

一
口
応
募
方
法

一

官
製
は
が
き
に
あ
な
た
の
基
礎

一
年
金
番
号、郵
便
番
号
、
住
所
、

一
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

一
国
民
年
金
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご

一
質
問
を
記
入
の
う
え
、
一
T
七
九

国
民
年
金
前
納キャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
f

0
・

0
0
0

一

松
山
市

一
番
町

一
の
九
の

一
五
愛
媛
社
会
保
険

事
務
局
国
民
年
金
前
納
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
応
募
資
格

平
成
十
二
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
を

一
年
分
前
納
さ
れ
た
方
で

す
。

口
締
め
切
り

平
成
十
二
年
五
月

三
十

一
日
必

着
と
し
ま
す
。

奨通事~y1ß
あったbg
交通事故などでケガをした

場合でも、国保 ・ 老保でお医

者さんにかかれます。 ただし 、

医療費は加害者が全額負担するのが原則ですの

で 、 一時的に国保・老保が医療費 を立て替え 、

あとで加害者に請求します。

届け出のしかた
回警察に届け出る 回国保・老保の
交通事故にあった 窓口に届け出る

ら 、 すみやかに警察に 警察で「事故証明書」

届け、「事故証明書」 をもらったら 必ず国

をもらいます。 保・老保の窓口へ「第三
者行為による傷病届」

を提:出してください。

• 

口
当
選
発
表

図
書
券
に
つ
い
て
は
「
ね
ん

き
ん
愛
媛
七
月
号
」
の
紙
面
で

発
表
、
テ
レ
ホ
ン
カ

l

ド

は
、

発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

{
問
い
合
わ
せ
先
}

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局

自
9
4
1

・

2
4
7
6

-保険証

-印かん

示談の前に
ご相談ください

加害者から治療費を受

け取ったり、示談を受

. ~tてしまうと国保 ・ 老

保は使えません。 示談

の前に必ず国保 ・ 老保

の窓口に相談しましょう 。

広報かわうち

。

-事故証明書



| 問自国 .: 1
(平成7年以降犬の霊録をしていない方) l (平成7年以降犬の登録をしている方 )

o 注射料 2 ， 850円 (注射済票交付 o 注射料 2 ， 850円 (注射済票交付 [問 し 11
o 登録料 3 ， 000円 手数料含む) 手数料含む )

川内
合計 5，850円 合計 2，850円 自民

4 月 18 日 (火) 4 月 19 日 (水) 4 月 20 日 (木) 4 月 21 日 (金)

9 : 30 ~ 
川 内保育園前

9 : 30 ~ 
横灘団地集会所

9 : 30 ~ 
天神住宅

9 : 30 ~ 
保免 集会所

9 :50 9 :55 9 :50 9 :45 

9 : 55 ~ 
中之 IllT集会所

10 : 00 ~ 
前松瀬川公民館

9 : 55 ~ 
西組 青年会館

9 : 55 ~ 
畑川電話 1:1:1 継所

10: 10 10: 15 10:10 10:05 

10:15 ~ 
|町 西公民館

10: 20 ~ 
原集会所

10: 1 5~ 
揚 千111 社

10: 10 ~ 
l主l 里集会 所

10:30 10:25 10:20 10:25 

1 0 : 35 ~ 
高須賀薬品店

10: 30~ 
鳥の子集会所

10: 25 ~ 
東中 村 集会所

10 : 30 ~ 
北八幡集会所

10:40 10:35 10:35 10:50 

10 :45 ~ 
南方東公民館

1O :40 ~ 
= IIIf 屋橋

10 :40 ~ 
北 方公民館

10 : 55 ~ 
町営茶堂団地

10:55 10:50 11:05 11: 10 

11 : OO ~ 
板戸集会所

10 : 55 ~ 
三軒屋上バス停

11: 10 ~ 
上海上バス停

1 1: 1 5 ~ 
西中村 集会所

11:10 11: 10 11: 15 11 :25 

11: 1 5 ~ 
向井 川 橋

11: 1 5 ~ 
奥松瀬川公民館

11 : 20 ~ 
F 海上集会所

II : 30 ~ 松 山 市 農 協
II :35 II :25 11 :30 II :50 川 上支所

II :40 ~ 
高木集会所

1 1: 30 ~ 
五柱神社

1 1: 35 ~ 
西古市集会所

13 : 00 ~ 
⑮ 目 IJ 之内11:50 II :35 11:50 13: 15 

1 3 : 00 ~ 
土谷 札 場

II :40 ~ 
川 筋木炭庫

13 : 00 ~ 
和 田丸集会所

13 : 20 ~ 
則之内公民館

13 ・ 05 II :45 13: 15 13:35 

1 3 :10 ~ 
土谷公民館

13 :00 ~ 
東谷 小 学 校

13 : 20 ~ 
西谷 小 学校

13 :40 ~ 
永野集会所

13:20 13: 10 13:30 13:45 

13 : 25 ~ 
落 出

13 :1 5 ~ 
音田杉原店

13 : 35 ~ 
大根木バス停

13 : 50 ~ えひめ中央農協
13:30 13:25 13:40 14 ・ 20 = |村 支所

13 : 35 ~ 
弥助成 F

13: 30 ~ 
河之内公民館

13: 45 ~ 
井内公民自'I~

14 : 25 ~ 
健康センター

13:40 13:35 13:55 14 ・ 45

13 :45 ~ 
主:!I) 入 |コ

13:40 ~ 
狩場バス停

14 : 05 ~ 
ヂ|ニ内西集会所

13:50 13:50 14: 15 

1 3 : 55 ~ 
生活改善センター

13 : 55 ~ 
白猪屋店

14 : 25 ~ 
二| じ 問バス停

14:00 14:05 14:30 

14: 1 0 ~ 
海上車庫

14 : 1O ~ 
近藤憲男宅下

14 : 40~ 
大平集会所

14: 15 14: 15 14:50 

14 : 20 ~ 
日浦集会所

14:30 

注i犬
射 、の

コ暴
いと

狂
犬
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ

、

平
成
七
年
か
ら

、

犬
の
生
涯

一
度

の
登
録
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

。

(現
在
飼
わ
れ
て
い
る
犬
で

、

平

成
七
年
以
降
に
登
録
を
し
て
い
れ

ば
、

今
回
の
登
録
の

必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

た
だ
し

、

狂
犬
病
予
防

注
射
に
つ
い
て
は

、

毎
年
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

)

な
お

、
こ

れ
ら
に

必
要
な
料
金

と
、

本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

の
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す

。

飼
わ
れ
て
い
る
犬
の
予
防
注
射

と
登
録
を
近
く
の
場
所
で

必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い

。

(
犬
の
登
録
は、

平
成
七
年
以
降
に
登
録
を
し
て
な

い
方
の
み

)

※注射をいやか、 る犬か‘いますので、 首輪を し っか り と締めて、犬を 自由に扱える人が連れて き て く だ さ い 。

広報かわうち



カメラレポート
.:::rTII . 111 11 1 lLl111 LI 1 1 1 I 1 1 1 1 I I I I I I I 1 I 1 I I 1 1 1 1.ムムムム

ぉ
ゅ
う
さ
会
&

尚
子

‘ .. 

I ~勺百
Aかわ a -

kしじ3ZZ晶、んち

哩哩I

企会場い っ ぱいの保護者の前で 日頃の

学習の成果を発表する児童

A
p
r
μ
 

ギ
合

-
つゆおる

た
れ

υ
L
1
4
 

d
榊

-

\
場
ぴ
臨

燕らかd
R
P
初

み
t
'A

P官
会

企ステー ジで元気い っ ぱいの踊りを

披露する園児

• 

説
明
会

広報かわうち

2 月 26 日、 揚りよ111 遺跡の第 5 次

調査の現地説明会が開催されまし

た 。

寒風吹きすさぶなか 、 行われた

説明会には 、 約80人の考古学ファ

ンが訪れ 、 慌の迎行Ií-についての調

査員からの説明に、熱心に耳を傾

けていました。

••••••••••• 

ぬ

落
成
式

3 J~J 1 5 日 、 老人保健施設“希望の館"

の落成式が関係者約 1 50人を集め、行わ

れました。
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‘西谷幼稚園幼年消防ク ラ
フ員による防火演技

消
防

出
初
式

三
月
五
日
(
日
)
、
川
内
中
学
校
運
動
場
で
平
成
十
二
年
川
内
町
・

重
信
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
町
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
者
約
六
百
名
余
り
が
参
加

。

服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
の
後
、
観
覧
者
の
見
守
る
な
か
、
防
火

演
技
、
ポ
ン
プ
操
法
、
消
火
訓
練
、
救
助
訓
練
な
ど
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た

。

二

そ
の
後
、
分
列
行
進
、

義
一H
KZ

消
防
功
労
者
の
表
彰
が
あ

言
語
一向

り
、
最
後
に
、
表
川
で
両

一一一輝

町
消
防
団
員
、
東
温
消
防

署
員
が
一
斉
放
水
を
行
い
、

出
初
式
を
終
了
し
ま
し
た

。

一μ
)

圃
版
作

一
プ
練

同
ン

訓

一
ポ
助

『
車
救

J
動
る

ム
自
よ

‘

る
に

ト
品
目
貝

に

受官

員
防
団
消
防
温
消
東

企

消
防
功
労
者
表
彰(

敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

第
三
分
団
副
分
団
長
替
口
野

第
六
分
団副
分
団長

相
原

久隆
雄房

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

本
部
部
長
池

川

秀
敏

第
一分
団
副
分
団
長
日
野
伸
作

マ
勤
続
章

本
部
班
長
高
木
仁
志

第
二
分
団
副
分
団
長
小
倉
隆
則

第
三
分
団
団
員
菅
野

和
徳

第
三
分
団
団
員
高
須
賀
定
輝

第
四
分
団
副
分
団長

和
田
正
計

第
四
分
団
団
員
佐
伯
安
範

第
四
分
団
団
員
井
上
長
吉

第
六
分
団
班
長
酒
井
源
雄

第
六
分
団
団
員
酒
井
義
治

第
七
分
団
団
員
大
西
幸
磁

マ
家
族
内
助
の
功
労
者

第
二
分
団
団
員
佐
伯
図
平
夫
人

佐
伯
三
和
子

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

本
部
団
員
近
藤
昭
弘

第

一
分
団
班
長
宇
和

川
雅
克

第
二
分
団
団
員
伊
藤
勉

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
班
長

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

O
川
内
町
長
表
彰

本
部
団
員

本
部
団
員

第

一
分
団
団
員

第

一
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

角
谷
茂
昭

三
河
健
二
郎

渡
部
宏
治

経
仰
木
林
盲
穴
五
口

黒
河
園
康

橋
本
政
雄

松
本
康
良

黒
川

博
幸

桑
原

和
宏

菊
池
和

彦

渡
部
雅
己

富
久
勇

作

東
定
徳

二
神
誠

竹
葉
光
夫

加
藤
信
久

二
神
雅
使

樋
口
清

彦

木
樺
晋

高
須
賀
哲
雄

(
扱
露
)

O
日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

マ
精
績
章

第
八
分
団
分
団
長

マ
勤
続
章

第
三
分
団
分
団
長

第
二
分
団
団
員

松
本

高
須
賀
信

一

近
藤
繁
雄 則

昭

広報かわうち

ぬ



TOWNTOPICS 

一
一月
二
十
日
、
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ

ー

を
主
会
場
に
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ
ン
バ

レ
ー

ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
十

一
チ
l

ム

(
一般
の
部
四
チ
ー

ム
、
女
性
の
部
十
七
チ

ー
ム

)
が
参
加

し
て
、
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

。

試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

第
三
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

み
ん
な
の

広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集

し
て
い
ま

す
。

「
こ
の
人
」
「
満

一
歳
お
め
で
と
う

」

な
ど
の
ほ
か
身

近
な

話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

岱
9
6
6

・

2
2
2
2

(
代
)

西
谷
小
学
校

し
い
た
け
叫
つ
く
り

婦人会から ・・・

0平成 1 1 年度川内町婦人会総会

日時 4 月 16 日 (日) 13時~

場 所 ~Iコ央公民館大ホー ル

内容 総会議事、 実践発表、レ ク リ ェ

ーション、立食 (おやつ程度)にて交流。

11年度役員さん12年度役員さんはも

ちろんですが、会員の皆さんもぜひご

出席くださし、。

よい家庭づくり ・ よい地域づくりに

ついて考えましょうよ 。 「来てよか っ

た」と 満足していただけると思います。

お待ちしております。

(
一
般
の
部
)

優
勝

:
:
:

九
番
，
S

準
優
勝
・
・
・
・
・
・
則

之
内
西

(女
性
の
部

)

優
勝
:
:
:
す
ま

つ
ぴ
い

準
優
勝
・
・・・
・
・
川
内ク
ラ
ブ

-・

04月ポカシづくり

日時 4 月 30 日 (日 ) 14時~

場 所 中央公民館

皆さんお誘い合わせでご参加 くださ

し、。

ご みの減量、健康野菜づくり 、 美し

い花づくりに役立てましょう 。 ¥ 

川
内
吟
社
三
月
例
会
報

も
の
、
茅
の
遅
速
あ
り
け
り
屋
敷
畑

放
ち
鶏
畑
か
さ
散
ら
す
返
日
か
な

悠
長
に
退
日
を
刻
む
野
良
時
計

技
鳴
い
て
タ

ベ

心
の
門
辺
か
な

普
請
場
に
一
人
残
れ
る
退
日
か
な

ふ
る
さ
と
に
安
堵
の
眠
り
栓
の
夜

好
の
涯
の
温
さ
汁
湯
や
達
雄

タ
ン
ゴ
句
会
三
月

例
会
報山

田川
川

芯
猫
や
無
駄
と
知
h
J

つ
、
叱
り
つ
け

集
金
の

小
銭
数
え
る
余
寒
か

な

日
溜
に
猫
仲
を
し
て
山
笑

ふ

マ
ラ
ソ
ン
の
紅
台
惰
や
山
笑
ふ

惜
別
の
掌
を
ひ
ら
ひ
ら
と
春
袷

ボ
レ

ロ

聴
き
涙
し
た
日
や
春
の
夜

春
疾
風
煙
り
真
横
の
紙
の
吋

汁
湯
よ
り
望
む
我
が
里
山
笑
ふ

片
滅
の
鍬
に
重
し
ゃ
春
の
土

梅
が
香
や
川
沿
ひ
の
土
手
杖
っ
き
て

い
え
れ
田
の
筏
旧
工
事
や
山
笑
ふ

借
景
の
山
に
鷲
鳴
き
初
む
る

池
川

能
…
田

高
;額

;也

)11 

-
高
須
賀
清
江

菅
野

近楠
JIt，ち

勇上
回
マ
サ
ミ

宇
和
川
和
喜
子

片
岡
ト

ヨ
子

亀
田

亀
田
ミ
チ
ル

広報かわうち

鯛
谷

濯
心

度照
幸

7]<. 

4色
斗
清

治
子

千
春

ぬ

蜘
谷

選

由
利
子

公
夫

高
須
賀
和
忠

名
越

田

吾F

広

明
吉
子

樋
ロ

幸中

松
木
志
げ
子

池
川
明
谷



TOWNTOPICS 

〆

三
月
六
日
、
西
谷
小
学
校
で
し
い
た

け
植
え
つ
け
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
の
職
員
や
森
林
組
合
の
職
員

の
指
導
で
、
く
ぬ
ぎ
の
原
木
に
ド
リ
ル

で
穴
を
開
け
、
し
い
た
け
菌
を
植
え
つ

け
て
い
き
ま
し
た

。

な
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

H

初
午
さ
ん
M

川
内
町

に
春
を
呼
ぶ

が
三
月
十
三
日
、

ま
し
た
。

拝
殿
横
の
特
設
会
場
で
は
、
伊
予
万

歳
が
、
拝
殿
で
は

重
信
町
牛
測
の
昭
和

H

初
午
さ
ん
H

川
上
神
社
で
行
わ
れ

主催
ふるさと桜三里会
実行委員会

問い合わせ先
箇966-5767 佐伯

“桜三里"発祥の桜。 旧金毘羅街道

を歩いて桜と 史跡を見に行こう!

源太桜 . . . 1111 指定天然記念物

(樹齢310年t.:J、上 )

時 4 月 2 日 (日)

午前 9 時30分~
口場 所 土谷公民館

口イベン卜内容

・ ウォーキング源太桜(1，650111 )

・ もちまき(14[1寺 )

・ カラオケ大会

・ 甘酒無料サービス

. お楽しみ抽選会

・ 農産物即売バザー

. 投句rm設置

・ その他

口 日

井下
棄な沖
々な

( 子こ
4 ち
月 ゃ

己 ん
r;r;:'� I き

お散歩大好き。 たっちができた
ら靴を履いておタトで歩こうネ。

(父ー母より)

倶
楽
部
の
神
楽

奉
納
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

川
本

乏玄砿"71て

( 央ぉ
4 ち
月 ゃ

自 ん
生

わんわん大好き奈央ち ゃんO 犬
の“たろう " といっぱいお散歩行
こうね。 (父母より)

川
柳
も
づ
く
吟
社
三
月
例
会
報

前
向
さ
に
考
え
ま
す
と
お
茶
に
こ
す

八
十
路
ま
で
ま
だ
使
え
ま
す
腰
伸
す

入
学
へ
茶
断
ち
が
解
け
る
嬉
し

い
日

年
賀
状
下
一
桁
の
運
も
ら
う

主
役
よ
り
子
役
が
ず
っ
と
芸
達
者

雪
山

に
猪
追
う
友
の
足
達
者

運
転
を
委
に
ま
か
せ
て
ハ
ラ
ハ
ラ
し

淋
し
さ
を
持
寄
り
老
い
の
茶
飲
み
会

不
運
と
は
監
禁
さ
れ
た
女
の
子

接
待
の
お
茶
有
難
い
逸
材
時
旅

良
縁
の

-
一字
し
か
知
ら
ぬ
お
仲
人

年
寄
り
が
寄
っ
て
縁
側
茶
が
入
り

五
月
例
会
御
案
内

題所時

五
月

六
日

ω

中
央
公
民
館

代
表

・

笑
う

・

風

喜
撰
亭

、ë!ì!

3主主

里子

中

友
子見

山

本

比
ゑ
サ
万

平
岡

深
舟

高
岡

管
コ空3
岨立

岡
本

武
士

松
岡

豆
4え

国

山
本
ひ
ろ
志

都
築
登
音
ハ
子

渡
部
佐
久
良

篠
森
美
登
里

菅
野

4

華
泉

ぬ

高
瀬
喜
撰
亭

午
後
七
時
三
十
分

森

一

ふ
わ
ω

戸
川
か

や
っ
J
よ

彩
楓
ち
ゃ
ん

ち
配
母

(4
月
円
日
生
)

か
チ
や
切
父

ず
さ

1
1

{ru 
ぱ
?

っ
す

I
'
i
v立
恒
タ

気
を

。

元
然
ね
自
て

』r
z
n
p

布
必
立
ロ

(
読
み込
み
)

来月号は、 5月生まれの満

1 歳児を募集します 。 4 月 5

日までに役場総務課広報係ま
で写真と コメン 卜 をお寄せく
ださい。

広報かわうち



インフォメーション

園
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」

圃
の
参
加
者
募
集

看
護
週

間
行
事
と
し
て

一
日
看

護
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

「
将
来
看
護
婦
に
な
り
た

い
」
学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

、

「
ご
家
族
の
介
護
に
役
立
て
た
い
」

方
、

「
病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

方
な
ど
、
日
頃
看
護
と
は
無
縁
の

生
活
を
送
っ
て
い
る

O
L

、

主
婦

、

男
性
の
方
々
も
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

口
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)、

年
齢
、
職
業
(
学

生
は
学
校

・

学
年
)、

電
話
番
号

、

希
望
病
院
名

、

洋
服
サ
イ
ズ
を
書

き
、

4

月

7

日

幽
ま
で
に
次
の
と

こ
ろ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

※
中
学
生
・
高
校
生
は
、
参
加
に

関
し
て
は
学
校
の
許
可
が
必
要
で

す
。
(
参
加
の
決
定
に
つ
い
て
は

、

選
考
の
う
え

全
員
に
通
知
し
ま

す
。

口
申
し
込
み
先

干
7
9
0

・
0
8
4
3

松
山

市
道
後
町
2

丁
目
日
の
M

社
団

法
人
愛
媛
看
護
協
会

内
愛
媛
県
ナ

l

ス
セ
ン

タ

ー

(菌
9
2
4

・
0

8
4
8
)
 

¥
 
、
、

r i)\れあい看護体験J の
実施日及び実施施設

-自
衛
隊
幹
部
候
補
生

園募
集

口
試
験
日

5

月
幻
日
ω
・
お
日
間

口
受
付

4

月
山
日
間
1
5

月
ロ
日

倒

口
応
募
資
格

辺
歳
以
上
部
歳
未
満

口
給
与
等

一
般
幹
部
候
補
生
の
俸
給

-

徐
，
d
叩
伊
沢
治川
ι
に
川
別
問
問
ね
l

4
1

1

E
4
4
5

・

E

r
-
-

2

1

8

、

4
0
0

円

実施日 実施施設 募集人員

5/8 

5/10 訪問看護ステ ー シ ョ ン愛媛 各1 名

5/12 

5/9 松山赤十字病院 10名

5/10 愛媛県立中央病院 10名

5/10 松山市民病院 10名

5/11 国立療養所愛媛病院 10名

5/11 愛媛大学医学部附属病院 10名

5/11 目立病院四国がんセ ンタ ー 15名

5/11 NTT西日本松山病院 6名

5/12 松山記念病院 20名

5/13 愛媛十全医療学院附属病院 6 名

5/13 松山ベテル病院 6 名

12 ボ 1
月 l 年

、 ナ後

3 ス 2 3 
月l 年 4 尉

'< j ;1;/, 

計画、誌
4 ,- , 5 ~ 
τ o に

9 ~I 0 昇
5 月、円任

カ
月

口
休
暇
等

夏

・
冬
・
春
季
に

、

そ
れ
ぞ
れ

2

週
間
前
後
の
連
続
休
暇
が
あ

り

。

完
全
週
休
2

日

制
。

口
衣
食
住

官
舎
、
独
身
寮

口
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

(宙

9
4
7

・
3
0
4
0

)
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

圃パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ

圃受
講
生
募
集

口
対
象

母
子
家
庭
の
母
若
し
く
は
そ
の

子
女
、
ま

た
は
寡
婦

-
パ
ソ
コ
ン

年
齢
お
お
む
ね
犯
歳
ま
で
で

ワ
ー
プ
ロ
経
験
者

・
ワ
ー
プ
ロ

年
齢
お
お
む
ね

羽
歳
ま
で

口
募
集
定
員

パ
ソ
コ
ン

(山
名
)、

ワ
ー
プ

ロ
(
却
名
)

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
自
己
負
担

)

口
問
い
合
わ
せ
先

4

月
下
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

両
講
座
の
申
し
込
み
方
法

等
、

詳

し
い

こ
と
は
、
松

山
市
中

一
万
町

7

の
3

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ

ー

(薗
9
3
1

・
1

0
2
2

)
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

。

ぬ
広報かわうち

園
女
性
の
た
め
の
介
護
サ
l

-
ビ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

圃
技
術
講
習
会

口
対
象

就
業
(
内
職
)
を
希
望
す
る
女

件
工

口
科
目

交
老
人
・
病
人
介
護
(
ホ
l

ム

ヘ
ル
パ
1
2

級
課
程
)

食
フ
ラ
ン
ス
刺
し

ゅ
う



インフォメーション

口
募
集
定
員

介
護
サ
ー
ビ
ス

(羽
名
)、

フ
ラ
ン
ス
刺
し

ゅ
う
(
初
名
)

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
自
己
負
担
)

口
問
い
合
わ
せ
先

5

1

6

月
開
催
の
両
講
座
の
申

込
方
法
等
、
詳
し
い
こ
と
は
愛
媛

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(箇
9
2

3

・
2
2
0

1

)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

一人
権
相
談
所

口
日

ヰ
寸

門
M
H
U
F

4

月

5

日

附
午
前
山
時
1

ロ
時

口
場

所

川
内
町

中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争

、

借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

、
体
罰

、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

人
権
擁
護
委
員

-
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

園教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

暗教
育
相
談

室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育

上

の
悩
み
に
つ
い
て

、

本
人
ま
た

は
保
護
者

・

関
係
者
か
ら
の

相

談

L 

口
相

談

員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に

応
じ
ま
す
。

(
無料
・
秘
密

厳
守
)

口
電
話
相
談

箇
9
6
6

・

6
1
5
0

春の花フェステパル
之
寸

4

月
お
日
ω
1
4

月
初
日
間

口
会
場

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ

ー

(
重
信
町
下
林

)

口
内
容

花
の
種

・

ポ
ッ

ト
苗
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
花
と
花
壇
の
コ
ン
ク

ー
ル
、

趣
味
の
園
芸
展
、
花
と
緑
の
相

談
コ
ー
ナ
ー

、

ふ
る
さ
と
市

、

バ
ザ
ー
な
ど

口
日園

日
本
育
英
会
奨
学

園金
制
度

口
対
象

高
等
学
校

、

高
等
専
門

学
校

、

専
修
学
校
(
対
象

外
も
あ
り
)

、

短
期
大
学

、

大
学

、

大
学
院
の

学
生

・

生
徒

口
申
込
時
期

通
常
4

1

5

月

(
詳細
は
在

学

し
て
い
る

学
校
に
問
…会
)

口
申
し
込
み
先

申
し
込
み
時
に
在

学
し
て
い
る

学
校
を
通
じ
て
申
し
込
み

口
問
い
合
わ
せ
先

奨
学
金
の
種
類
や
返
還
方
法
な

ど
、

詳
し
い

こ
と
は

愛
媛
県
教
育

委
員
会
事
務
局

内
日
本
育
英
会

愛
媛
県
支
部
(

白
9
4
8

・

1
0

1

2

)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。.4月ごみの収集目・

清掃センター 電話 966・4989

1 .もえるごみ

収集曜日 収集地域 収集変更日又は収集休止日

東谷 ・ 西谷 ・ 土谷 ・ 滑川

月 ・木 奥松滋川 ・ 天神
士』羊 変更なし

北方東 ・ 北方西

火・金 南方東 ・ 南方酉

週
町西 ・町東 (天神を除く ) 4月 29 日出は

水・土 山田 ・ 4黄灘団地 ・前松瀬川 4月 28 日幽に収集

園大
検
制
度
(
高
卒
同
等
学
力

園認
定
試
験
)
の
説
明
会

口
日
時
・
場
所

4

月
辺
日

出

午
後
l

時
羽
分

1
4

時
却
分

松
山
市
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ

ー

第
一l
、

2
A
T一議
室

口
参
加
申
込
方
法

ど
な
た
で
も
参
加

O
K

。

費
用

は
無
料
。

(
事
前
の
電
話
予
約

が
必
要
)

口
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
日
本

産
業
開
発
青

年
協
会

・

大
検
情
報
セ
ン
タ
ー

箇
0
1

2
0

・
5
5
5

・
0

1

8

ぬ

2 もえないごみ・有資源回収

収集地域 ぺも7やトボさトなルい・トレもイのiE ガラス-・堂空光ピ灯ン察EE 有資源回収 空乾電き缶池類類テレビ

東谷 ・ 西谷

土谷 ・滑川 ・奥松瀬川 4月3日(月) 4月 1 0日(月) 4月 17日(月) 4月 24日(月)

天神

北方東 ・ 北方西
4月4日ω 4月 11 日ω 4月 1 8日ω 4月25日ω

南方東・南方西

町西 ・町東 (天神 を除く )

山田 ・ 償灘団地 4月5日休) 4月 1 2日(羽 4月 19日(水) 4月 26日休)

前松瀬川

広報かわうち



健康センターかう

-健康センター fi966 ・ 2191

E崎服部議温

0 1 歳6カ月児健康診査

日時 4 月 20 日 (材

受付午後 l 時~ 2 時

場所 健康センタ- 2 階

対象児 平成10年 8 月 、 9 月、 10

月生まれの幼児

内容 身体計測、貧血検査、小

児科診察、歯科診察、保

健指導 (栄養・歯科)

持参品 母子健康手帳、アンケー

卜 (事前に送付します。)

0育児相談

日時 4 月 25 日 (:kl

受付午lÌÍï 9 時 ~ 10時

場所(辿康センター l 階

対象児 平成11年 9 ・ 10月 、 平成

11年 2 ・ 3 月生まれの乳

児 ( 6 ・ 7 カ月児、 1 tfR 

1 " 2 カ月児)

内容 身体計測、発達チ ェ ック、

保健指導、栄養指導

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します。)

-E司liÆ主Eヨ・

0育児学級

日時 4 月 25 日ω

受付午後 I 時~ 2 時

場所 健康センター l 階

対象児 平成11年 1 2月 ・ 平成12年

l 月、平成11年 5 ・ 6 月

生 まれの乳児 ( 3 ・ 4 カ

月児、 10 " 11 カ月児)

内容 身体計 ì!!IJ 、発達チ ェッ ク 、

小児科診察、保健指導、

栄養指導

日 時 対象児と注意事項

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
種 4 月 10 1:1 (月 )

;~ 午後 211寺 ~ 3 [1寺
* 百日 l咳にかかっ たことがあ る方は二種混合( ジ フ テリ

.0、 ア ・ 破傷風) を受付で申 し出てく ださ い。
t::I 

日 6 カ月 ~ 7 i投 6 カ月の者。
本 4 月 21 日制

日出 午後 2 [1寺 ~3 時
* 標準的には、 3 歳で 2 匝|、 4 歳で l 回の合計 3 回を受

弘山ミ け る必要があ り ます。

麻
4 月 26 日 切J

午後 2 [1寺 ~3 時
l 歳 ~ 7 歳 6 カ月の者。

疹

。場所健康セン タ ー 21渚

。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体iffitâ"1

ぬ

世界保健デー (4月7日 )

0乳幼児相談

日 時 毎週水曜日午前 9 時 ~ 12時

場所 健康センタ- 1 階

内容 身体言 J-ìl[lJ 、 育児相談

持参品 母子健康手11長

-E同;=， ~j:局渇.

0健康相談・栄養相談

JíTl圧測定、 尿検査を行っています。 健康

に関することはお気軽にご相談 くださし、。

日時 毎週水曜日午前 9 時~ 12時

場所 健康センター 1 I法運動指導室

E.，;;~週E謡副同;1'".... 

日 時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

場所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、

予防接種済票

*犬の登録と狂犬病予防注射

飼われている犬の予防注射 (毎年受

けること ) と登録 (生涯 l 度 ) を 4 月

18 日、 1 9 日、 20 日、 2 1 日 の 4 日間実施

します。 なお、日程等詳細は 9 ページ

をご覧ください。

raJi:l'ID塁間三軍 (診療時間午前日時30分~午後5即日分)
日 当番医 住所 電話

2日 ( 日 )
;也川内科 ・ 重信 IID 964-7787 

神経内科 志津川

9日 ( 日 ) 中川病院
松山市 976-7811 
南梅本 111]

16日 ( 日 ) 泉 内 寺ヰ 川内阿南方 966-2226 

23日 ( 日 ) 山本内科 川内111] 北方 966-2066 

29日 (祝)
国立療養所 重信 111] 964-2411 

愛媛病院 ぽl iñr原

30日 ( 日 )
愛媛十全医療 川内 111] 南方 966-5011 
学院付属病院

広報かわうち



Photo 

r官官t冒可官官「曹司町

置園田園田園田..
--..{・-ー一一一一一一一一一一一一ーで:・.::::::Io""{・ T:

表紙の写真
3 月 13 日、川上村l社で川内に春を H乎ぶ初午祭

が行われました。

“初午さん"で親しまれているこの春祭りに

は、もちまきなどに大勢のノ 、が訪れ、にぎわい
ました。

町の動き ( 3 月 l 日現在 )
人口 1 1 , 1 7 9 人 (- 5人 )

男 5 ， 280 人 ( 一- 6人)

女 5 ， 899人 (+ 1 人)

世帯数 3 ， 821 戸 (+ 6戸 )

戸籍の窓
( 2 月受付分 ・ 敬称11洛)

北
方
公
民
館
落
成

昭
和
三
十
五
年

一
月
、
北
方
公
民
館
落
成
記
念

で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で

、

当
時
の

北
方
戸
主
会
の

役
員
さ
ん
が
写
っ
て
い
ま
す
。

田
中
賓
さ
ん
(
日

一之
上

一
写
真
最
上
段
左
端
)

の
設
計
で
、
北
方
戸
主
会
が
建
て
た

北
方
公
民
館

に
は

、

当
時
と
し
て
は
と
て
も
ハ
イ
カ
ラ
な
舞
台

や
映
画
上
映
の
施

設
が
あ
り

、

北
方
地
区
の
中

心

的
な

施
設
で
し
た
。

(
写
真提
供

下
古
市

桑
原
八
郎
氏
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

カお誕生おめでとうございます

住所 保護者 名 前 生年月 日

下之 111] 高橋頼雄
I~ な

1.20 初菜

保 免 黒河I 勝典
ま ゆ

1 .25 来 佑

tJ~ 丹生谷日目二
tゅう すけ

2.15 [長介

下 波音11 竜太 た辰つ 巳み 2.17 

束中 村 桑原修治 明日美 2.19 

天 ネ11 1 杉原 A寸ムー ま事tf
、

2.19 

問中村 高須賀督 梨り ]σう
>

2.21 

旦之上 青木退治 1H1Ll奇る 波
と

2.23 

市町ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏名 年齢 死亡月日 世 帯主

ガリラヤ荘 谷本タツヨ 89 1.30 谷本タアヨ

森 渡部般貞 79 2 . 2 iJJt音1 1 般貞

則之内 高須賀ミツヱ I 84 2 . 8 高須貿 i~j'一

束中村 村上消ー 82 2.20 村上 iJiiJ 

束中村 小橋昭夫 71 2.23 小柄昭夫

z
対t4c0 牛田サワヨ 91 2.25 牛 EEI サワヨ

桜
の
つ
ぼ

み
も
ほ
こ
ろ
び
か
け

、

春
ら
し
く

な

っ

た
境
内
に
は
、
特
設
会
場
や

露
店
が
軒
を
並
べ
、

祭
り
ら
し
さ

を
演
出
し
て
い
た

。

祭
り
気
分
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

る
と

、
い
よ

い
よ
も
ち
ま
き
タ
イ

ム
。

人
の
多
さ
に

気
後
れ
し
な
が

ら
も

、
カ
メ
ラ
を
構
え
、
シ

ャ
ッ

タ

ー

を

切

る
の
だ
が
、
上
半
身
と

裏
腹
に
、
足
は
自
然
と
転
が

っ
て

き
た
も
ち
を
し
っ
か
り
と

押
さ
え

て
い
た
。

ず
い
ぶ
ん

と
ひ
さ
し
ぶ

り
に

初
午
さ

ん
へ
行
っ
て

み
た
。

ぬ

- よく見る ー ゆっ くり走る

・ シ ート ベル トと緊張感

・ 管内死亡 3 名中 、 高齢者 2 名

編集IJ 川内町総務課

〒 791 - 0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TE L (089) 966-2222 

印刷/アマノ印刷
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①蝿谷桜

②蝿首桜の枝にぶらさがっ
ている酒が、遠来の客を
もて芯す。

③夜になると電灯が灯り 、
夜桜見物でにぎわう 。

※注意
写真は、平成 B 年 9 年に撮影分

板
屋
ノ
子

• . . 
• • 4 . • • .・・.. .・. 

• 

蝿谷桜

桜の種類は、ソメイヨシノ 。

樹齢は50年。樹勢はきわめて

旺盛。

この桜は、 50年前、“峠の桜"

を夢見、先人が黒森峠に桜を植

えた時の残りをここに植えた

" 
畑
谷
桜

• . . 
• • 1 . . . .・・.

. .ー

• • . . 
• • 4 . • 
ー.・・.

. .ー

. 

国
道
十

一
号
線
ま
で
"
車
で
五
分
“
そ
ん
な
距
離

に
位
置
す
る
板
屋
ノ
子

。

市
街
地
に
近
い
の
に
十
分
山

懐
に
抱
か
れ
て
い
る

、

そ
ん
な
谷
あ
い
の
里
の
ち
ょ
う

ど
中

心
辺
り
に
、
こ
の
"
胴
谷
桜
“
は
あ
り
ま
す

。

"
胴
谷
桜
“
の
名
は
、
桜
の
も
と
で
の
、
は
じ
め
て
の

句
会
で
、
俳
人
佐
伯

巨
星
塔

が
命
名
。

時
あ
た
か
も

"

山
笑
う
“
季
節
を
迎
え
、
こ
の
広
報
が
出
る
頃
に
は

、

こ
の
"
鯛
谷
桜
“
も
ち
ら
ほ
ら
咲
い
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

(
写
真
は
平
成
6

年
・

平
成
9

年
に
撮
影
し

た
も
の
で
す

。

)

四
月
に
入
れ
ば
こ
の
山

里
の
桜
は
、
句
会
、

桜
見
物
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す

。

の
ほ
か
、

ものです。

残念ながら"峠の桜"は実現

しませんでしたが、“山里の桜"

はみごとに大きくなりました。

" 

通

国道 1 1 号線かう県道美川

川内線に入り、和田丸のバス停

から左に折れ、約 1 kmで着く 。

-交

連
句
会 • . . • .・

• . 
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